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 要  旨 
本論文は，透過型HPDLC中に形成された体積ホログラムの回折特性のホログラム
記録･再生時の温度依存性について究明することを目的とする．本研究の内容は以
下の通りである． 
第一に，記録温度がHPDLC中に形成された体積ホログラムの回折特性へ与える影
響について究明した．屈折率変調(Δn)の記録温度依存性，透過損失の記録温度依
存性，重合・拡散性の記録温度依存性を測定した．その結果，記録温度によって
モノマーの重合・拡散性や液滴の形成量と大きさが異なり，HPDLC中に形成された
体積ホログラムの回折特性へ強い影響を及ぼすことを実証した．SEMによって形成
されたホログラムを観察することで，液滴の形成量や形が記録温度に依存してい
ることを確かめた．記録時間を変えて作成したサンプルを用いて格子形成過程の
観察も行い，干渉縞暗部において時間と共に液滴の量が増加する様子を観測する
ことができた．種々の記録温度のサンプルにおけるΔnの格子間隔依存性も測定
し，記録温度によってΔnの格子間隔依存性も大きく異なることがわかった．  
第二に，読み出し温度が透過型HPDLC中に形成された体積ホログラムの回折特性
へ与える影響について究明した．種々の記録温度で作成したサンプルを用いて，
Δnの読み出し温度依存性を測定し，いずれのサンプルにおいても読み出し温度を
上昇させることで光学的異方性が減少することがわかった．さらに，記録温度の
異なるサンプルでは，読み出し温度変化によるΔnの変化量が異なることもわかっ
た．これらの結果は液晶の屈折率と配向秩序の温度依存性をもとに説明可能であ
ることを示した． 
第三に，透過型HPDLC中に形成された体積ホログラムの電場応答特性への記録温
度の影響について究明した．種々の記録温度で作成したサンプルを用いてΔnの電
場依存性を測定し，記録温度が高い場合にスイッチング電場閾値が低減できるこ
とがわかった．これは記録温度が高いことで液滴の楕円率が低下したことによる
と考えられる． 
 
